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6 月 10 日 ( 金 ) 午後 1 時 30
分から端気町公民館で開催され
た端気町さわやかサロン「つま
づき転倒予防　転ばないからだ
作り」に、前橋市柔道整復師会
は樋口弘紀会長・齋藤泰光会員
(筆者 ) を講師として派遣した。

今回の講演は、「おうちで療
養相談センターまえばし ( 前橋
医師会 )」から、医療・介護塾
出前講座の依頼を受けたもの。
会場はコロナウイルス感染症拡
大予防対策を充分に施し、15名
の参加者が集まった。

前半は樋口会長が、柔道整復
師という資格・職業についてわ
かりやすく説明。健康にまつわ
る講和では、幸福とは何か、平
均寿命と健康寿命、フレイ

ル予防など、時折ユー
モアを織り交ぜた内
容で聞く者を引きつ
ける。また、同時に
握力測定を行い握
力を記憶させた
り、今日は何の

記念日かを解説し、体操後に覚
えているか質問するなど、２つ
のことを同時に行う脳トレーニ
ングも実施し参加者を飽きさせ
ない。
後半は、齋藤会員が百歳体操

を実演。普段はピンシャン元気
体操で身体を動かしている参加
者も、初めて体験する百歳体操
に序盤はぎこちなさが目立った
が、徐々に慣れて身体の動きも
しなやかになり、気持ちの良い
汗を流すことが出来たようだ。

終了後に感想を聞くと、講和
については大変勉強になったと
の意見も多く、また、体操も普
段のものとは違い多少の戸惑い
はあったようだが、「機会があ
れば参加したい」との声も上が

り、体づくりへの関心の高さが
伺えた。
コロナの拡大で、リモートを

中心とした新しい生活様式が求
められている。このような時代
だからこそ、積極的に身体を動
かして、人との交流を深めてい
く方法を模索していかねばなら
ないだろう。業界としても、健
康で充実した生活を過ごせるた
めの一助となれるよう今後も積
極的に依頼を受け、地域社会へ
の貢献に努めていきたい。

（報告　齋藤泰光）
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8 月 10 日 ( 水 ) 午後 2時から
総社町公民館ホールで令和 4年
度「第 2回多職種協学事例検討
会」が開催された。「出かける
ことの支援方法を一歩前に進め
る」をテーマに、前回の協学検
討会（※）で発案された事項を
踏まえ更に具体的に掘り下げて
問題点を洗い出し、改善すべき
点を話し合った。

現在、前橋市では移動困難
者対策としてマイタク（でまん
ど相乗りタクシー）の運行を実
施している。これは市内のタク
シーを利用した際、運賃の一部
を市が支援するというものだ。
協学検討会で地域包括支援セン
ター西部・木村節子さんは、こ
のマイタクについて言及。自動
車を運転出来ない高齢者には外
出を手助けする便利な制度と
なっているが、一方、今年の４
月からは登録・利用するために
マイナンバーカード ( 以下マイ

ナカード ) が必須となったため、
「マイナカードを持たない高齢
者のマイタク使用率が低下し、
外出機会が減っている」と指摘
する。
どのようにしたら高齢者に

とって利用しやすい制度となり
外出を促すことができるのだろ
うか。検討会では、こうした問
題の解消にあたり「マイナカー
ドの普及」、「高齢者が外出しや
すい環境」という２つの課題が
出され、第１回検討会での意見
をカードにしたものを使用し
て、4人 1組となりグループワー
ク。各々が出した提案を「自分
( 個人 ) で出来ること」、「地域・
職場・職業団体で出来ること」、
「行政に依頼する」の 3つに振
り分け、それぞれ運用方法を模
索した。
マイナカードに関する意見と

しては、公民館での発行や手続
きのサポートを求める声が最も
多く上がった。また、巡回バス
の本数増加、公民館への出張食

品 ( 衣料品 ) 販売、地区イベン
トの開催、高齢者で集まって買
い物に行く、マイタクの介護タ
クシー適応、など提案も多種多
様となった。

今回はマイナカードとマイタ
クに焦点を合わせたものとなっ
たが、問題はこれだけではない。
コロナ禍、少子高齢化、核家族
化、独居老人問題、自動車運転
免許証返納など様々な要因が重
なり、高齢者の外出機会減少へ
と繋がっている。実際、当会が
開催している「ひざ腰らくらく
教室」でも、会場 ( 県柔道整復
師会多目的ホール ) が遠いため、
参加を見合わせている希望者も
多い。つまり、高齢者の外出減
少は我々にも身近な問題である
のだ。解決は容易ではないが、
是正対策を関連団体などと連携
して、いかに迅速に進めていく
かが鍵の一つとなるだろう。

（報告　齋藤泰光）

高齢者の外出減少問題は、介護・経済を含めた社会問題となりつつある。どのように解決
するかは各自治体共通の課題だ。今後の超高齢化社会を視野に入れ前橋市では多職種協学検討
会を開いた。多様なアイデアを出すことで高齢者を後押しするその取り組みをリポートする。

前回開催された第 1回多職種協学事例検討会では「出かけるために、地域に足りないもの」
をグループワークで話し合い、様々な意見や方法が提案された。
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027-388-0553
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